
様式第３号 
 
 

研修報告書（研修費） 
 

平成３０年１１月１２日 
 
長久手市議会議長 

   川 合 保 生   様 
 

長久手市議会議員 加 藤 和 男 ㊞ 
 
  
 政務活動費を充てることができる経費の範囲の運用指針により次のとおり届

け出ます。 
 

年 月 日 
 

 
  平成３０年１０月１１日（木）から 
    平成３０年１０月１２日（金）までの ２日間 
 

 
研 修 先 

 
 

 
 第８０回全国都市問題会議 

 
 （行程表は別表のとおり） 

 
 
 

成   果 
 
 

 
 
 
 別紙のとおり 
 
 

 
 

経   費 
 

 
    金６０，９００円（政務活動費対象経費） 
 
    金６０，９００円（全体経費） 
          （明細は別添のとおり） 

 
提 出 資 料 

 
 

 
 
 ○領収書の写し 
 

※研修を実施した後は議長に１カ月以内に提出するものとする。ただし、１カ

月以内が翌年度の４月２０日を経過する場合は２０日までとする。 



行  程  表 

 
 
第８０回 全国都市問題会議 長岡市 

平成３０年１０月１１日（木）から１０月１２日（金） 
 
１０月１１日（木） 
      
藤が丘 → 名古屋 → 東京 → 長岡 → 会場（アオーレ長岡） 
   地下鉄    新幹線   新幹線   徒歩 
 
会場 → 長岡 → 新潟 → 宿泊ホテル 
  徒歩    新幹線   徒歩 
 
１０月１２日(金) 

       

宿泊ホテル → 新潟 → 長岡 → 会場（アオーレ長岡）  

徒歩   新幹線   徒歩 

 

会場 → 長岡 → 東京 → 名古屋 → 藤が丘 

徒歩   新幹線   新幹線     地下鉄 
 
 
 

費 用 明 細 
 
会議参加費      １０，０００円 
 
藤が丘 ⇔ 名古屋     ６００円（地下鉄） 
名古屋 ⇔ 長岡          （新幹線） 
           ３７，６２０円 
長岡  ⇔ 新潟          （乗車券） 
 
長岡  ⇔ 新潟    ３，６８０円（新幹線自由席） 
 
ホテル代        ９，０００円 
      
 
計          ６０，９００円 
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平成３０年１１月１２日 

長久手市議会議長 川合 保生 様 

 

長久手市議員 加藤 和男 

研 修 報 告 

 

1.期日 平成３０年１０月１１日（木）～１２日（金） 

2.研修先  

・第８０回全国都市問題会議  

新潟県長岡市 シティーホールプラザ アオーレ長岡 

 

3.研修内容 

第８０回全国都市問題会議 

 「市民協働による公共の拠点づくり」をテーマとして長岡市のアオーレ長岡で開催され

た。 

 1日目は、東京大学資料編纂所教授 本郷和人氏から「地方分権へのまなざし」と題した

基調講演の後、開催市の磯田・長岡市長が「長岡市の市民協働」と題して主報告を行った。 

 その後、三重県津市長 前葉泰幸氏が「市民との対話と連携で進める津市の公共施設マ

ネージメント」、また、建築家 東京大学教授の隈研吾氏、アオーレ長岡の発注者として

筑波大学客員教授 前長岡市長の森民夫氏、アオーレ長岡での市民協働の実践 アートデ

ィレクター森本千絵氏が「場所の時代」と題してそれぞれ一般報告を行った。 

 2日目は、今回のテーマ「市民協働による公共の拠点づくり」について、明治大学政治経

済学部地域行政学科長・教授の牛山久仁彦氏をコーディネーターとして、東京理科大学理

工学部建築科教授 伊東香織氏、NPO法人子育てひろば全国連絡協議会理事長 奥山千鶴子

氏、長岡市国際交流センター「地球広場」センター長 羽賀友信氏、埼玉県和光市長 松

本武洋氏、高知県須崎市長によるパネルディスカッションが行われた。 

  

コメント 

 今回の都市問題会議のテーマは、「市民協働による公共の拠点づくり」である。  

これまでの公共施設においては、行政が施設の利用目的を定め、そして、行政が示す公共

性の枠組みの中で市民活動が行われてきた。一方、市民協働による公共の拠点は、市民が

自由な発想で利用することができる場である。市民と行政の両者が互いの特徴を生かして

協力することで、市民の自己実現と行政の公共性が融合し、施設の魅力がより多く引き出
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されるとともに、予想もできない相乗効果が生み出される。さらに、そうした公共の拠点

は、多種多様な人々を引き寄せ、結びつけ、新たな化学反応を連鎖的に引き起こして、好

循環を作り出す。今回の会場場所である複合公共施設「アオーレ長岡」は、その一例であ

る。設計の段階から竣工後の事業企画・施設運営に至るまで、市民の積極的な参加があっ

た。現在は、市民の交流拠点として着実に発展している。 

「市民協働による公共の拠点づくり」、「市民協働によるまちづくり」のためには、「市民

協働に携わる人材育成」、「公共の拠点となる場所の活用」や「まちづくりの取り組み」を

念頭において、市民や市民団体の活動とこれに対する行政の連携・支援のあり方、さらに

は今後の地域社会のあり方を考える必要がある。 

長久手市においては、市役所建て替え、スポーツターミナルの新設などの公共施設の整

備が計画されている。今回のテーマ「市民協働による公共の拠点づくり」は、いい参考に

なった。また、会場となった「アオーレ長岡」もいい事例であると思う。 

 

 

  

  

会場となったアリーナ ナカドマ（屋根付き広場） 

１階に配置された議場 議場天井（長岡花火をイメージ） 

 


